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弘
前
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
野
球
担
当
と
し
て
、
相
馬

球
場
を
よ
く
利
用
し
て
い
ま

し
た
。
球
場
の
鍵
を
借
り
る

の
に
立
ち
寄
る
公
民
館
に
展

示
し
て
あ
っ
た
、
相
馬
村
内

の
縄
文
遺
跡
で
あ
る
湯
口
長

根
と
一
ノ
下
り
山
の
二
つ
の

遺
跡
の
出
土
品
が
印
象
に

残
っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
に
は
地
域
の
文
化
財
に

触
れ
、
地
域
に
興
味
を
も
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
、
市
の
文

化
財
課
か
ら
出
土
品
を
借
り
、

「
ひ
ろ
さ
き
卍
学
」
の
一
環

で
十
月
末
ま
で
校
長
室
に
展

示
し
て
い
ま
す
。

小
学
生
の
と
き
、
野
球
の

練
習
中
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら

鏃
（
や
じ
り
）
を
見
つ
け
た

り
、
当
時
、
高
速
道
路
建
設

予
定
地
の
発
掘
現
場
に
仲
間

と
こ
っ
そ
り
入
っ
て
見
学

（
！
）
し
た
り
し
た
こ
と
が
、

歴
史
に
興
味
を
も
つ
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
大
学
進
学
後
、
考
古

学
ゼ
ミ
に
所
属
。
現
在
ま
で

査
に
携
わ
っ
た
こ
と
も
。
小

さ
い
頃
の
興
味
が
、
大
人
に

な
っ
て
か
ら
の
仕
事
や
関
心

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
、
小
さ

く
て
も
、
変
わ
っ
て
し
ま
い

そ
う
で
も
い
い
か
ら
夢
を

も
っ
て
、
語
っ
て
ほ
し
い
。

自
分
自
身
が
そ
う
だ
っ
た
よ

う
に
、
子
ど
も
の
頃
の
夢
や

関
心
は
大
人
に
な
っ
て
も
繋

が
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
か

ら
で
す
。
相
馬
地
区
の
よ
さ

を
、
相
馬
の
豊
富
な
人
（
ヒ

ト
）
・
財
（
モ
ノ
）
と
交
流

し
、
体
験
す
る
教
育
活
動
を

通
し
て
、
抱
い
た
夢
を
語
れ

る
土
壌
を
学
校
と
保
護
者
と

地
域
で
つ
く
り
、
子
ど
も
た

ち
に
は
可
能
性
を
広
め
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。（談

）

相
馬
小
学
校
校
長

工
藤
直
樹
（
く
ど
う
な
お
き
）
さ
ん

夢
は
小
さ
く
て
も
、
変
わ
っ
て
も
い
い

子
ど
も
た
ち
が
夢
を
語
れ
る
学
校
、
地
域
に
！

の
教
員
キ
ャ
リ

ア
に
は
、
県
の

埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
に
異
動

し
、
三
内
丸
山

遺
跡
の
発
掘
調



飛馬ン
HUMAN

相馬に暮らす、相馬で働く面白い人、頑張ってる人、楽しい人を紹介！

さ
る
九
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ

た
紙
漉
沢
獅
子
舞
保
存
会
の
定
例

総
会
で
、
勇
退
す
る
前
会
長
の
成

田
馨
さ
ん
か
ら
新
会
長
に
指
名
さ

れ
た
。
「
突
然
の
こ
と
だ
っ
た
の

で
、
驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
（
苦

笑
）
。
い
ろ
ん
な
組
織
の
長
を
や

ら
せ
て
も
ら
っ
て
人
脈
も
広
い
と

こ
ろ
を
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
」
。
人
脈
の
広
さ

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
前
会
長
は

人
望
の
厚
さ
も
認
め
て
い
た
に
違

い
な
い
。
で
な
け
れ
ば
い
ろ
ん
な

〝
長
〟
は
務
ま
る
ま
い
。

一
九
六
五
年
生
ま
れ
の
五
十
八

歳
。
実
家
の
リ
ン
ゴ
農
家
を
継
い

だ
の
は
二
十
六
歳
の
時
だ
が
、
生

ま
れ
て
か
ら
紙
漉
沢
で
暮
ら
し
続

け
て
い
る
。
「
意
識
し
た
こ
と
は

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
出
な
い

と
い
う
こ
と
は
紙
漉
沢
が
、
相
馬

が
好
き
な
の
で
し
ょ
う
」
。
そ
の

紙
漉
沢
で
誇
れ
る
も
の
の
一
つ
が
、

獅
子
舞
だ
。

藩
政
時
代
、
御
前
の
競
演
会
で

他
地
域
が
意
気
込
み
派
手
さ
を
強

調
す
る
中
、
紙
漉
沢
は
冷
静
に
自

分
た
ち
の
普
段
通
り
の
舞
い
を
披

露
し
、
讃
え
ら
れ
た
と
伝
わ
る
。

「
品
の
あ
る
気
高
い
舞
い
が
評
価

さ
れ
た
と
聞
き
ま
す
。
そ
れ
が
現

代
に
も
残
る
紙
漉
沢
の
舞
い
の
特

徴
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

か
つ
て
は
相
馬
に
四
組
あ
っ
た

獅
子
舞
も
い
ま
や
紙
漉
沢
の
み
。

相
馬
唯
一
の
獅
子
舞
も
高
齢
化
が

進
み
、
踊
り
手
不
足
で
存
続
の
危

機
に
瀕
し
て
い
る
。

「
素
直
に
、
い
い
も
の
は
残
し
て

い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
〝
営

業
会
長
〟
と
揶
揄
さ
れ
て
も
い
い

の
で
（
笑
）
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

獅
子
舞
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
獅
子
舞
で
相
馬

の
子
ど
も
た
ち
や
住
民
た
ち
を
元

気
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で

す
ね
」

成
田

達
也
（
な
り
た
た
つ
や
）
さ
ん

い
い
も
の
は
残
し
て
い
く
。

そ
の
た
め
の
営
業
会
長
で
い
い
！

紙
漉
沢
獅
子
舞
保
存
会

新
会
長
に
就
任
！

～掲示板～

訂正とお詫び
2023年７月11日発行『相馬ジャーナル 創刊
準備号』内「特集 相馬のはじまり」の記事
中２ページ目上段後ろから10行目と下段後ろ
から４～５行目の「弘前市に編入」は誤りで
した。正しくは「弘前市と新設合併」です。
ひとえに編集部の勉強不足による誤りです。
お詫びして訂正いたします。申し訳ございま
せんでした。
（『相馬ジャーナル』編集部・加賀新一郎）

相
馬
凸
凹
学
会
員
を
大
募
集
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
加
賀
新
一
郎

は
、
こ
の
た
び
、
相
馬
地
区
の
歴
史

を
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
サ
ー
ク
ル

「
相
馬
凸
凹
学
会
」
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
学
会
と
い
っ
て
も
と
く
に
規

約
や
入
会
資
格
の
よ
う
な
も
の
は
な

く
、
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
興
味
の
あ
る

テ
ー
マ
を
研
究
あ
る
い
は
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
で
調
査
し
、
そ
の
結
果
を

語
り
合
う
よ
う
な
ゆ
る
～
い
任
意
団

体
で
す
。
す
で
に
五
名
の
方
が
新
た

に
入
会
し
て
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ

る
方
は
、
奥
付
に
あ
る
協
力
隊
直
通

電
話
か
直
通
メ
ー
ル
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ゆ
く
ゆ
く
は
、
相
馬
ぶ
ら
り

歴
史
散
歩
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
も
実

施
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

紙漉沢獅子舞保存会会員大募集！
藩政時代から続く伝統文化である獅子舞。
五穀豊穣や悪疫退散、家内安全、集落繫
栄を願って舞い踊る伝統的な芸能を受け
継ぐ紙漉沢獅子舞保存会が、会員を大募
集しています。相馬村時代には町会ごと
にいくつかあった保存会も、いまや残っ
ているのは紙漉沢だけ。伝承によれば、
その昔、紙漉沢獅子舞は藩主の前で獅子
舞を披露し、礼儀正しいとほめられご褒
美をもらったといいます。そんな格式高
き獅子舞を次代へとつないでくれる人を
お待ちしています。年明けには、相馬中
学校での披露会も計画中。興味ある方は
奮ってご参加ください。お問い合わせは、
・成田達也（会⾧）：090-9635-5706
・田中茂：090-7060-5496
のどちらかまで。

紙漉沢獅子の獅子頭は鹿獅子
山の場面と川の場面、２通り
のパターンを持つのも紙漉沢
ならではの特徴だ



SOUMA NEWS

国内最大級のダンスの祭典『SHIROFES.2023』が、
６月30日（金）～７月２日（日）、昨年に引き続き
星と森のロマントピアで開催され、多くの人でにぎ
わいました。津軽笛奏者・佐藤ぶん太さんやDJの
D.I.Kさんといった相馬出身のアーティストもパ
フォーマンスを披露し、喝采を博していました。

星と森の
ロマントピアで
『SHIROFES.2023』
開催！

県外からのツアー客が
相馬ねぷたを体験‼

弘前に関わる関係人口を創出するプログラム
「Entre！（アントレ）」の参加者のうち３名
の方が相馬を訪問。７月30日（月）に相馬ねぷ
たの町内運行に、８月２日（水）には土手町運
行に参加しました。また、７月31日（月）に協
力隊のアテンドで相馬地区内を見学しました。

町内運行では協力隊とともに先
頭に（写真提供：米山竜一）

地域めぐりでは、今
祐介さんのりんご農
園も見学

相馬ねぷたが弘前市⾧賞を受賞❕
7月30日（日）の町内運行を皮切りにスタートし
た令和5年度のねぷた。規制が緩和され久しぶりに
本格開催となった合同運行では、８月２日（水）
に審査運行が行われ、われらが相馬ねぷたが見事、
弘前市⾧賞に輝きました。福嶋直人会⾧以下相馬
ねぷた愛好会の面々の奮闘に加え、相馬地区の皆
さんの積極的な協力・応援が実りました！

久しぶりの本格開催とあって相馬の
子どもたちも大勢参加（写真提供：
米山竜一）

夕闇に浮かび上がる“相馬”
（写真提供：米山竜一）

７月上旬から熱心に練習を
続けてきた中学生のお囃子
隊も、市⾧賞受賞に貢献！

相中祭が久々に本格開催！
相馬中学校の文化祭「相中祭」が９月２日
（土）、３日（日）に開催されました。２日
は午後５時からねぷたを運行。３日は体育館
で英語劇や落語、ダンスなど相中生がそれぞ
れの個性や特技を生かしたパフォーマンスを
披露し、会場を沸かせていました。溌溂とし
た相中生の姿に、相馬の明るい未来を予感し
た人も少なからずいたのではないでしょうか。

お山参詣、4年ぶりに団体参拝！

五穀豊穣、家内安全などを願い岩木山に参拝するお
山参詣が、9月14日（木）、相馬有志会（中澤圭一会
⾧）の主催で行われました。感染症の影響で団体参拝
が実施されるのはじつに４年ぶり。雨が心配されまし
たが、幸い、岩木山神社での参拝を終えるまで何とか
持ちこたえ、無事参拝を終えました。残念ながら年々
参加者は減少傾向にありますが、この日も一般参加者
数名が加わり、早朝から相馬地域内を練り歩きました。 なかには県外からの参加者も

（上写真は東奥日報提供）
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魅惑の
りんご人

今
祐
介
（
こ
ん
・
ゆ
う
す
け
）
さ
ん

自
分
の
り
ん
ご
を
自
分
の
責
任
で

自
分
で
売
れ
る
よ
う
に
！

地域おこし協力隊 活動通信 ６～９月

●
六
月
二
十
五
日
（
日
）

相
馬
球
場
で
五
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
た
相
馬
地
区
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
に
、
運
営
ス

タ
ッ
フ
兼
選
手
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
（
加
賀
、
穂
坂
）
。

●
六
月
二
十
九
日
（
木
）

移
住
応
援
サ
イ
ト
『
弘
前
ぐ

ら
し
』
の
市
民
ラ
イ
タ
ー
に

任
命
さ
れ
、
任
命
式
に
出
席

し
て
き
ま
し
た
（
穂
坂
）

●
七
月
一
日
（
土
）
、
二
日

（
日
）

星
と
森
の
ロ
マ
ン
ト
ピ
ア
で

開
催
さ
れ
た
ダ
ン
ス
・
イ
ベ

ン
ト
「SH

IRO
FES.2023

」
の

取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た

（
加
賀
、
穂
坂
）
。

●
七
月
七
日
（
金
）

Ｊ
Ａ
相
馬
村
青
年
部
の
総
会

に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
（
穂
坂
）
。

●
七
月
十
一
日
（
火
）

『
相
馬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
創
刊

準
備
号
を
各
町
会
長
の
お
宅

に
搬
入
い
た
し
ま
し
た
（
加

賀
、
穂
坂
）

●
七
月
二
十
四
日
（
月
）
～

二
十
六
日
（
水
）

夏
休
み
宿
題
お
助
け
隊
に
講

師
と
し
て
参
加
し
、
子
ど
も

た
ち
の
宿
題
の
お
手
伝
い
を

し
ま
し
た
（
穂
坂
）
。

●
七
月
二
十
八
日
（
金
）

相
馬
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
の
世
代
間
交
流
事
業
に

参
加
し
、
こ
け
し
づ
く
り
、

ボ
ッ
チ
ャ
を
お
年
寄
り
や
子

ど
も
た
ち
と
楽
し
み
ま
し
た

（
加
賀
、
穂
坂
）
。

●
七
月
三
十
一
日
（
月
）

ね
ぷ
た
体
験
ツ
ア
ー
に
県
外

か
ら
参
加
さ
れ
た
三
名
の
方

に
相
馬
地
区
を
ア
テ
ン
ド
し

ま
し
た
（
加
賀
、
穂
坂
）
。

●
七
月
三
十
日
（
日
）
、
八

月
二
日
（
水
）
、
四
日

（
金
）
、
六
日
（
日
）

久
し
ぶ
り
に
本
格
開
催
と

な
っ
た
弘
前
ね
ぷ
た
の
合
同

運
行
に
参
加
し
ま
し
た
（
加

賀
、
穂
坂
）
。

大募集！
皆様のご意見、ご要望、取り上げてほしい人やイ
ベント、告知したいことなどを大募集しています。
左記、協力隊直通電話かメールアドレスまでご連
絡ください。

●
八
月
二
十
九
日
（
火
）

市
が
企
画
し
「
ま
ち
な
か

キ
ャ
ン
パ
ス
」
が
運
営
し
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
企
画
で

ロ
マ
ン
ト
ピ
ア
に
滞
在
し
た

県
内
外
の
学
生
さ
ん
十
名
の

方
に
相
馬
地
区
を
案
内
し
ま

し
た
（
加
賀
、
穂
坂
）
。

1984年、昴生まれ。
高校卒業後、大工志望だったが農業法
人に就職。16年勤務したのち独立。
趣味は、旧車・外車、ファッション、
人と呑みながら他愛のない話をするこ
と。

「
一
人
で
や
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
何
だ
か
ん
だ

い
っ
て
、
結
果
、
ち
ょ
う
ど
よ
く
後
輩
と
か
み
ん

な
来
て
く
れ
る
。
た
ん
げ
ぇ
恵
ま
れ
て
い
る
」

農
業
法
人
か
ら
の
独
立
を
後
押
し
た
の
は
、
相

馬
の
先
輩
だ
っ
た
。
就
農
に
関
す
る
手
続
き
や
ス

プ
レ
ー
ヤ
ー
の
購
入
も
一
緒
に
し
て
く
れ
た
。
作

業
が
追
い
付
か
な
く
な
る
と
、
後
輩
が
協
力
し
て

く
れ
る
。
相
馬
で
り
ん
ご
を
作
る
よ
さ
は
、
仲
間

か
ら
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
だ
。
今
も
い
ろ
い
ろ
な

人
が
気
遣
っ
て
く
れ
て
い
る
。

「
最
終
目
標
は
、
法
人
化
し
て
自
分
で
作
っ
た
も

の
を
自
分
で
売
れ
れ
ば
一
番
い
い
か
な
」

大
き
い
り
ん
ご
、
い
い
り
ん
ご
を
作
り
、
自
分

の
名
前
で
、
自
信
を
も
っ
て
、
責
任
も
っ
て
消
費

者
に
届
け
た
い
。
「
今
祐
の
り
ん
ご
い
い
な
～
」

と
言
わ
れ
た
い
。
そ
の
た
め
の
法
人
化
。
相
馬
の

仲
間
と
実
現
さ
せ
た
い
と
夢
を
語
っ
た
。

●
九
月
十
四
日
（
木
）

四
年
ぶ
り
に
団
体
参
拝
が
行

わ
れ
た
お
山
参
詣
に
参
加
し

ま
し
た
。
穂
坂
隊
員
は
事
前

に
練
習
を
重
ね
て
、
大
幟
を

担
当
し
ま
し
た
（
加
賀
、
穂

坂
）
。


